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5 万分の 1 地質図幅

説明書 士 別 (旭川ー第 36 号〉

技術吏員小山内 照

同 松下勝秀

同 長尾捨ー*

はしがき

この凶幅および説明書は， 昭和 41 年から 42 年にわたり，延約 70 日間でおこなっ

た野外調査の結果を整理し，取りまとめたものである。

野外調査にあたっては，先白韮系・新第三系および第四系が発達する，凶l隔の大部

分の地域を小山内・松一ドが，白望系が発達する南西地域を長尾が，それぞれ担当した。

土別図l隔地域は， rl~l央低地'市あるいは天塩川凹地帯といわれる，北は浜頓別|ヨ幅地

域から，市は金山図幅をへて農家凶幅地域までの，神居古浬ff? と口 i昔肝にはさまれた

構造帯上の一地域にあたる。したがって，この図|幅地域は，北海道の地質構造上，重

要な位置を占めている。ただ，第三紀中新世以降ことに第四紀の堆積物で，広くおお

われているため，基盤岩類の構造は不明確である。しかし，この地域の造盆地運動の

経緯を，第三紀末から第四紀にかけての堆積物から読みとることができる。

報告に先だち，取りまとめに際して，岩石の顕微鏡観察の労をとられた，北海道立

地下資源調査所鈴木守氏に深謝する。

I 位置および交通

士別|司幅は，北京章 44
010'~44 020'，東経 142°15'~142°30' の範囲を占め， 旭川の北

方約 60km に位置して l 、る。

図rlJl8の大部分の地域は，行政土は上川支庁の管轄Lこ属し，剣淵町，上別けJ，風連町

および名寄市にふくまれるが，図幅の北西隅の一部地域は，空全II支庁管内の幌加内町

*現在，三鉱コンサルタント株式会社勤務
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にふくめられる。

天塩川低地にそって，国鉄宗谷木線および国道 40 号線が南北に通じ，士別，多寄，

!孔連などの市街地を経過している。|斗幅の南端部を，土日Ijから温根別市街をへて苫前

にいたる国道 239 号線，および士別から奥士別をへて興部にいたる主要道道，また|司

i隔の北端部を名寄から朱鞠|付をへて深111 にし、たる国鉄傑名線，および下川をへて遠軽

にいたる名寄本線，国道 239 号線などが通過しているc そのほか， I斗|隔のほぼ全域に

わたって，東西南北に市町村Jill，林道が発達しており， f幹線道路にはパスの運行もあ

って，交通はかなり便利である。

II 地形

i寸III同地域のj也形は，点剖JILt]也，内部山地およびこれらの中間に位置するだ塩川(民地

の 3 地l互に大別することができる。

(1) 東部山地は， Iヌjl隔の東南部にその一部がみられ， 開高約 300m から 400 mit

の起伏のはげしい III 地からなり，凶 III両地域の基盤岩である H 高累層併を主体とし，第

三紀 III 新世の堆積宕および火山岩で構成される。日 l高累同 H4: の堅硬な右 :"fj ，ことに*'f!

緑岩類やチャートなどは， III両の狭い岩 l時を構成して，ほ flO 南北に数列配列していて，

この地域の地形を村一徴づけている。

第 1 図 西士別丘陵から東方を望む。士別 Iii 街背後のt: JJIj

丘陵および東部山地が遠望される

(2) )(塩川低地は，地理的には名寄盆地と l呼ばれているもので，東部山地および岡

部山地から連続してはり出した，標高約 250m 以下の 0: 陵地と，天塩川本流にそって

発達する天塩川洪泊低地とにわけられる。

丘陵地の定達は，名寄・士日 IJ ・実Ij関 jの各国幅を通じてみると， NNW-SSE の方向

性をもって，雁行状に配列している。これは，とりもなおさず基盤岩の分布に左右さ

-2-
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第 3 図 天塩川洪油低地の徴地形分布図(航空写真による中)



れているものと考えられる。つまり，丘

陵地は，先白車系の分布地域の北西側に

優勢に発達しており，新第三紀末から第

四紀にかけての地層の堆積盆と，堆積後

の構造運動に関連しているものと考えら

れる。

|斗幅地域の丘陵地は，北から智恵文 [J:

陵，忠r，!Uli丘陵，風速丘陵，士別丘陵，

四と別丘陵にわけられる。いずれも標高

260m 以下，沖積面との比高 100m 以下

のなだらかな円味をおびた丘陵で，新第

三紀rjJ新世，鮮新世，および第四紀洪積

jU:の堆積物で構成されている O 全般的に

軟弱な地層からなっているため，源流部

で樹枝状に小沢の切りこみが琵達してい

る。-般に洪j両低地と丘陵地との境界は

明瞭であるが，風述丘陵の北西側では，

なだらかな緩斜両で低地につながり，境

界が不明瞭となっている。

)(塩川洪j函低地は，さらに低位の段11:

固と沖積低地に区分できる。

段丘i可は，士別 fffの北東地域に!よく発

達しているほか，小河川の流域に小規模

に分布している。いずれも沖積面からの

比高 5，-..10 m の平坦面をつくり，砂球回

で構成されている。このうち士別市北東

の，広い段丘面は，軍馬の池付近を頂点

とする扇状の形態をもっている。軍馬の

池付近では，標高 200m 前後， 西側の

末端部で， 120m 前後で，約 14/1000 勾
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~

第 4 図 名寄東市の JJ}，烈布丘陵から西)jを望む。台地状の

智恵女児|凌とその背後の同一{r=l~ 山地が遠望!される

第 5 図 クマウシュナイ付近から市阿プjの天塩川および閥

i~:lj [IIi也



配の斜面ーをしめしている。この段丘両は，多寄付近では，比高 7--8 m のあきらかな段

丘躍がみとめられるが，中士別地域で、は，段丘庄はみとめられず，沖積低地との境界

が不明瞭となっている。

沖積低地は，天塩川本流およびその支流の運搬物で理積された平坦低地である。こ

の低地の開積の様相は天塩川の流路変遷からうかがうことができる。航空写真にみら

れる天塩川旧jilJ近は，東側から両側にむかつて移動しており，現在の天塩川は，もっ

とも西側によって，西部山地山麓まで達している。これは， x.塩川本流および支流の，

東側からの堆積物供給がいちじるしく，天塩川本流流路を常に西側に圧迫したためと

考えられる。航7主写真によれば， ?I~積低J也および段丘面上:には，半弧状の旧河道のほ

か，無数の円味をおびた条線が，写真色調の明!l白によってしめされている。一般に平

野市にみられる，このような色調の浪淡差は，地支の堆積物の合水量の差異をしめす

もので，砂. f壊などの中11粒物と，粘土のような細粒物の岩相のちがいをあらわすとい

われている。このような点からみると，沖積{氏地および段丘両の地友は，粗粒相と細

粒相が複雑に入りまじっており，天塩川本流や支流にそった白然堤防と，その背後の

低減j也や沼沢などの複雑な徴地形をあらわしているものと考えられる。沖積低地は，

凶III面白端部で標高約 140m，北端ji で、 gOm 前後で，)ミ塩川本流は，その間を 22--23km

にわたってゆるし、蛇行をしながら北流している。

(3) 西部山地は， Iサ IM\ の西半部を占める地域で，おもに臼望紀の地層と新第三紀'-p

新 t1t の火 III 昨版物で構成される摺曲山地である。 Iド新世の火山砕屑物からなる地域で

は，保高 450m 以下の円味をおびた比較的平坦な山頂がつらなり，スカイラインは，

準平原面を思わせる平担面がみられる。南西部の白望紀層で構成される地域では，標

高 250 m 以下の起伏のはげしい，丘陵性山地となっている。この地域の河川の大部分

は，北から Iむに流れて天塩川に合流しており，天塩川の北流とは，まったく逆の流れ

をみせている。これは，白宝紀層および新第三紀層の，南北性摺曲構造に支配されて

いるものと考えられる。

III 地質

IIL1 地質概説

土別図 III園地域の地質構成は，模式柱状図にしめしたとおりである。構成岩層は大別

すると， (1) この地域の基盤岩層となっている，日高 ;JR 層群， (2) 泥質岩を主体とする白

望紀層， (3) 火山砕屑物を主体とする新第三紀層，および (4) 第四紀のいろいろな地層の，

-5-
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4 つに区分することができる。

日高以層群は， I斗1隔の東南・地域に分布し，粘板岩，砂宕，輝縁岩質岩，チャートな

日高泉層群中下部の神威層群以下の地層に対比されそうな岩相をしめし

- 6 ー

どからなり，

ているo



自主紀)曹は，西市地域にだけ分布し， Ji岩，砂岩ーからなる累層で， r持践の添守二|付凶

III匝で確立している岩相[2<:分に連続しており，中部えぞ層群の一部および， J二部えぞ層

群の一部に相当する。

日高累層群および自室紀回を不整合におおって，新第三紀中新til:の地層が発達して

いる。それは，美深層としてまとめた地層であって，火山砕)丙岩を主体としているが，

しばしば砂岩・頁岩などの正常堆積岩を介在している。この地層は，思根内|司幅の美

深層，名寄凶幅の美深層群に相当し，稚内階の地層である。 ja根内・名寄・士7j1J ・貧I]

測などの図l隔を通じてみると，北から南にむかつて，かなり岩相が変化している。一

般に北部では正常堆積岩に富んでいるが，南部では火山砕屑岩が優勢である。

美深層を不整合におおって，鮮新titの川西!暑が，夫i片1川両岸の丘陵地を構成して発

注している。川西層も思根内，名寄の雨ilオ幅で追跡されている地層で， i尼岩，シルト

岩，砂岩，喋岩などからなり，植物化石をふくむ|連成堆積栢が特徴となっている O

第三紀層以下の地層をおおって，多寄屑および風連層として区分した，洪積世の堆

積物が，天塩川を It:!心として，その両岸の丘陵地に分布している O このうち，多寄層

とした地層は，標高 200m 以ドの丘陵地を構成する，いわゆる台地喋層で，ほとんど

が砂礁である。また，風連!吾とした地層は，多寄)再の分布位置:よりさらに低い標高

150m 以ドの，緩傾斜をしめす平坦面を構成する地層で，粘士と砂から成立っている

が，ときには，亜炭を介在していることがある。これらの洪積世の地層は， ともに天

塩川を中心とした地域に分布がかぎられ，淘汰がわるく，偽層がいちじるしく発達し

ていることや，亜炭を介在している点などからみて，河流によって運搬された土砂が，

内陸盆を埋積したものと考えられる O これらのうちには，一部に古い扇状地堆積物や

段丘堆積物もふくまれている可能性はあるが，今のところ地形的にも地質的にも区分

することがむずかしいので，岩相上から多寄!暑と風連層の 2 層にだけ区分しておく。

上にのベた洪積世の地層をおおって，河岸に発達する低位の段丘堆積物， ~lJ麓斜面

を構成する庄錐堆積物，天塩川およびその支流河岸の沖積地を構成する沖積氾濫原堆

積物などが発達している。

図幅地域の第三紀層以下のほとんどの宥層は，南北性の走向をもち波状の摺曲をく

りかえしている。一般に下位の地層ほど急傾斜をしめし，上位層になるにしたがって

緩傾斜となっている。第四紀の地層は，これらの摺曲構造のうち，もっとも規模の大

きな向斜構造上に堆積したものとみることができる。

- 7 ー



III.2 先自主系一日高累層群

図l隔の東南地域にわずかに分布する，粘板岩，砂岩を主 f本とする地層を， FJ; 奇累層

群として一括した。この地層は，隣接する下川，奥士別凶 ul-~I 隔地域に)よく分布してお

り，おもに砂岩，粘板宕からなるが，チャートや輝結岩質岩をしばしば介在している

ほか，一部はホルンヘルスとなっている場合もある。上別凶幅地域のものは，これら

のごく一部であるが ， }J.:~ 色粘版岩を主体とし， I暗灰色の硬貨粗粒~細粒砂岩を，互層

状またはレンズ状に介在している。ところによっては，砂岩が厚く優勢になっている

場合もある。また， ~l古枯色の輝緑宕質岩，灰色または乳白色のチャートを介在してい

る。 UJ iJ l当 II! 両内では， 一般に NS 性の定向と， 65~80oE の傾斜をしめしているが，

同市的な擾乱がみられ， また，大小無数の破砕市が発注していて，明確な構造ーと層序

を把握することはむずかしい。

日高来層群は， IN 部の日高山 I~長地域で下位から中ノ] II! 骨併，神威層群，空知層群に

!正分されている。しかし，この図 l隔地域の日高層群として一括した地層は，どの牌群

に対比されるかを明らかにすることは，分布が一部にかぎられ，明確な)由子区分がで

きないこと， 1，\']聞の日高累)脅君、 f分布地域でも，岩相層序があきらかでなく，明確な対

比がされていないこと，などの点から，かなりむずかしい。しかし， しいて図 i隔地域

の日高泉層肝が粘板岩が主体で，チ γ ート，輝緑岩質宥を介在することなどの岩十目的

特徴からみれば ， 1FT 古/)J 世j戒の神成層群の ~lm に相当するものと考えられる。

III.3 白望系

閃III困地域の i当望系は，中部えぞ層群の一部と上部えぞ!再:rr rの一部だけが露出し， ド

吉I) えぞ層群や函関 j層群相当層はみられない。中部えぞ層群は北静川層，上部えぞ層群

は温根別層と北線層に区分される。

この地域の白望系は，幌加内 l司 l幅および添牛内図 III画地域に!よく分布し，とくに添牛

内図 II!高地域では下部えぞ層群から上部えぞ層群まで，ほぽ全!膏序が露出し，層序医分

も確立されている。しかし，士別図幅内では，断層によって切られているために，添

牛内図|隔地域の層序の一部だけが分布している O 添牛内 l司!幅と士別図幅の層!子関係、を

しめすと，第 7 悶のようになる。

なお， J丘北地域の白望系の層序区分は，中川町佐久周辺を模式地としておこなわれ
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ているが，そとでは，佐久層または佐久砂岩層を，中部えぞ層鮮の段上部にふくめて

あっかわれている。しかし，添牛内図幅では， Jit積物の堆積輪廻を基準とした区分を

採用し，佐久層 (Uyl) を上部えぞ層群の主主底層としてあつかっている。 士別凶幅で

は，添牛内凶II屈の白望系がそのまま連続しているので，添牛内閲III両にならって， 1左久

層と同等の温根別層から，上部えぞ層群にふくめた。

III.3.1 中部えぞ屑群
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1 ;It 静川層 (Ks)

この地層は ， t品根日I] di(Jsの北-}jJ也j或に分布しているc

)J白灰色の塊状泥岩， JeI:岩，およびシルト宥で構成される序回である。しばしば灰白

色細粒凝灰むや灰色凝灰賀砂岩の薄層(厚さ 3~5cm) をはさみ，石版質問i求をふく

んでいる。

この地層の構造は，断層にかこまれたブロックごとに，異なったよ1ムj をしめしてい

るが，分イji全般を通じてみると， NW-SE のjt:/ム]をとり， NNW-SSE)il(lJ の軸をも

った背・山科構造を造っている。 地!討の傾斜は-~般に 15° から 30° 前後であるが，

同部的に 60° を越す 2、傾斜をしめす場合もある。

この地層の!享さは， 1':<1 111民地域で、はおおよそ 1 ， 300 m であるが，模式的に楚述する添

牛内[X lii!民地域では1， 500 m におよび，さらに幌加内凶 1[1日地 lilY:では 2 ， 000 m と見積られ

ている。

'{J~! -j二内凶 II!固によれは， ;fヒ静川!同と H~~::) 首は， I市民色 J鬼状 Y)t {,-hj,1Wi(My5) と呼ばれ，

その j也層のト、 ltilちからは ， Desmoceraskossmati のほか ， Parajaubertell α や Eogunn ・

arites を庄し，また上部からは ， Pseudouhligellaja ρonicum のほかにし、ろいろな菊行

や Inoceramus concentricusgroup を j去し， 上・ドで化イ iに主がみとめられている c

また， 士別凶 Ifi!;l 内の北静川憎からは ， Meso ρuzosi α 戸市 ifica MATSUMOTO, Pachyd・

esmocerassp.Pseudouhligellaja ρonic α(YABE) などを比し ， iぷ !j 二|勾 Ixl 似の MY5

)国の上半部にあたると考えられる c

III.3.2 J-.部えぞ層右下

1 {且根万IJ Jr~ (On)

この地層は， tlilt 十f~ 7.il] dj 仕j の lin おおよび I珂部に，わずかに分布しており， 卜1立の北静

川)骨とは，断層で持している。

この地層は，砂岩および頁宕からなり，一般に砂右にとんでいる。岩村 jは，民福色

の粁 l粒~細粒砂岩と，陥灰色頁告の互層が主休で，板状回目!の発 j杢した厚い砂岩層を

介在している C

このような岩相 i二の ri-- 徴から， {品恨思I]居は，中川町佐久付 .iJiを松よ j也とする佐久砂

岩層または佐久)討に対比される地層である。

この地層の分布地域は，一般に語 tH がわるく，地質構造を明確に知ることは凶難で

あるが， 温恨別市街の両市部のごく一部で， 傾斜 25.-40° をしめして， NNW~SSE
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jjlt~の軸をもった， 7T ・向斜構j告がみとめられる。厚さは，ほぼ 200m+ である。

2 北京泉!脅 (Ktl， Kt2)

この地層は，オンネベツ川上流にわずかに分布し，下位の北静川層と断層で接して

いる。岩層によって， ド部のシ/レト岩部層 (Ktl) と上部の頁岩部)脅 (Kt2) の 2 部局

に区分することができる。

北線)再からは，?*jイ[やイノセラムスの破片を産出している。添牛内図 l固によれ

ば，北線層の分布地域から ， Anapachydiscussutneri (YOKOYAMA) , Euρachydiscus

haradai(YOKOYAMA) , Neoρ>hylloceras sp.Phyllopachycerasezoense(YoKOYAMA) ,

Tetragonitesglabrus(lIMBO) , Neo仰zosia sp. Anagaudrycerassp. などのとお石の

ほか ， lnocerami の破片や単{~刊日瑚などの j宅1M を、出告している。このような化石と宕相

とから，北線悼とした地層の大部分は，添牛内|司|隔では， 11古灰色砂質シノレト宕層 (UY3)

の上部に相当するものとしてあっかわれている。

シルト岩 i;i)N~ (Kt1)

オンネベツ川にそって，ほぼ南北の定!可と東に 30~40° の傾斜をもって分布してい

る° uti- 灰色シルト計および、砂民シルトロからなり， 11« (1 色の湘粒凝 jk 岩の薄層を， し

ばしば介在する地層で， -_....般に)丹 I型 LIi1の建造が HQfである。!亨さは，おおよそ 300m

+である。

五行部 j骨 (Kt2)

シルト宮市阿の東 l河川 j側 Lこ分布しており，パ fBi!では下位のシルト有部層と断併で掠

し東側ではシルト行部同の Lに性合的に発注している° [1奇灰色の頁岩だけからなり，

一般に塊状無屑士山の産状をしめしているが，ときには，屑理而のみられる場合もある。

風化すると，小さな角川ーに破砕しやすい。この部同は， N100E~N 20
0

W の走|ム!と

40--70° の東傾斜をしめしている。厚さは，おおよそ 500m十である。

III.4 新第三系および火山岩

この|訓l両地域の新第三系は， 日 Ii号以層 lifおよび白望系を ， l自J妾不整合におお dフてた

)1:する中新[II~の美深)再と，これをさらに不整合におおう鮮新Ittの川西屑とにわ}ナられ

る。これらの地層は，ともに)(塩川低j也市を中心として定達する地層で，中新[It後期

から鮮新ttそにわたって，内P:~盆地を坦宿したi北積岩相である ο このうち中新世の美深

層は，火山破砕屑物に富んでいることが，特徴となっている。北西地域に発達する美

派層中には，しばしば，安III宕熔有を介在し，美深層堆積時の噴出岩相をしめしている。
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鮮新世の川西層は，この図幅地域では，一般に細粒の堆積物に富むが， しばしば粗

粒相の介在もみられる。

図幅の東南l渦地域には，基盤岩層を l立長おおって，安山岩熔岩が分布している。こ

れは，下川凶幅地域にひろがる火山噴出岩で，下川図i[J両によれば，鮮:新 tll:の噴出物と

考えられている。

III.4.1 美深 j再

美深層は，天塩川流域では，北は音威子府図幅地域から 1f1は剣沸l図i隔地域までの，

いわゆる天塩川低地市 名寄盆地ーを III心とした地域に，火山砕屑岩をともなうお相

をしめして分布している。そのなかでも，名寄図幅， )ιfIt内凶|隔地域、では，海陸動物

化石を合む正常堆積宕相と，火山砕H~宕相とからなり，校式的な構成岩相をしめして

いるO 分布全般にわたってみると，一般に北部では，海陵介化行を合む正常堆積岩i:U

に富み，南部で、は火山砕府岩十日が優勢となる傾向がみられる。

この凶l隔地域では，正常堆積右相は非常に少なく，火山砕府岩村Jが主体となって，

その間にわずかに介在するていどとなっている。岩相上から，安山岩質火山角傑宕iii;

)品安山岩質火IlliI柴凝灰岩部層，凝灰右・砂岩・シルト岩吉I;層および !/:.11J岩熔宕の 3

部屈に区分することができるO これらのm~層相互の関係は ， ct山右1ft火山角{柴岩部層

と，安山岩質火山際凝I:k.岩層とが，この地域の美係閣のこ主部で， I司時層と考えられ，

凝灰岩・砂岩・シルト岩部同は，友山岩質火山角陳岩部居中に介在する部慢である。

それぞれの部層の伺互関係を模式的にあらわすと，第 8 凶のようになる。なお，安山

岩質火山疎凝灰岩部層としてまとめた内には，砂岩，シノレト右一，凝灰右， J球岩などの

正常堆積岩を，ひんぱんに介在し，一部では火山傑凝灰岩と立相状態をしめす場合もあ

る。したがって厳密には凝灰岩・砂岩・シルト岩部同として正常堆積吉相を分離区分

しなければならないが，露出がわるく全般的に追跡できないことや，互層状態である

ことなどから，一括してあつかってある。

W

第 8 図 美深層の岩相区分模式図
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安山岩質火山角礁岩部層 (Bag)

この部層は，天塩川の西岸地区に発達している。おもに火山角礁岩，火山隊凝灰岩

などからなり，まれに火山円瞭岩をまじえている。全般的に無層理の場合が多く，そ

れぞれの岩層が無秩序に堆積し，岩相の変化が水平的にも垂直的にもいちじるしい。

一般に北部地域では，火山角喋岩に富み，径 5cm から 30cm におよぶ安山岩角礁が

多く，基質の量が少ない。南部になるほど角礁粒が小さく量も少なくなって火山陳凝

灰岩にとむ傾向がある。また，北部地域では，あとからのべる安山岩熔岩を， しばし

ば介在している。

火山角礁岩および火山喋凝灰岩の礁は，いろいろな色調をしめしているが，ほとん

どが角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩である。基質は例外なく凝灰岩質物である。

安山岩質火山角瞭岩部層中に介在する安山岩熔岩 (Ban) は，おもに，北部地域に

発達している。一般に厚さ数 m から 10 数 m のもののようである。 陥灰色ないし灰

色を呈し，塊状の産状をしめす粗粒の普通輝石紫蘇輝石安山岩である。局部的に角際

化して集塊岩状を呈する場合がある。

乙の部層は，恩根内図幅で小車岳集塊岩部層，名寄図l隔で二股集塊岩層と呼ばれて

いるものと同層であるO 恩根内，名寄および士別凶幅を通じてみると，この火山砕屑、

岩相は，名寄図幅南部から士別図幅北部にかけての地域で厚く，粗粒相に富み，また

熔岩をともなっていたりして，火山活動の中心に近い様相をしめしているようであ

る。士別図幅内のこの部層の厚さは，おおよそ 500m+ である O

安山岩質火山礁凝灰岩部層 (Btf)

この部層は， Iヨ幅の東部地域に分布し，基盤の日高果層群を不整合におおって発達

している。黄褐色の火山喋凝灰岩および凝灰岩を主体とし，暗灰色、ンルト右，灰白色

~黄褐色凝灰質砂岩および傑右などの薄層を， しばしば介在している。

凝灰岩，火山際凝灰岩は，ともに浮石質で，斜長行や輝石の結品粒にとんでいる。

火山瞭凝灰岩の擦は， 1cm 以下の角擦が多く，いろいろな色調をしめす安山右片であ

る。シルト岩や砂岩は，あとからのべる凝灰岩・砂右・シルト岩部層Iドのものと，岩

質的にはまったく同じである。機宕は，径 5cm 以下の円礁を凝灰質粗粒砂岩または

粗粒凝灰岩で謬結したもので，火山円操岩ともみられる。礁はいろいろな色調をしめ

す安山岩礁からなっている。

この部層は，前にものべたように，岩質的には，西部に発達する安山岩質火山角礁
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岩部層と，まったく同じものである。ただ，安山岩礁の大きさ，合有量にちがし、があ

るだけであるO したがって，安山岩質火山角探岩部層と安山岩質火山喋凝灰岩部層と

は，まったく同時期の，岩相をことにする堆積物とみることができる。なお，東に隣

接する下川図幅では，フーレベ)'1から北部に分布し，安山岩質火山喋凝灰岩部層と連

続する地層について，チューレツフ。層として洪積世の堆積物としてあっかわれている。

この地域には， I司結が不充分で、粗t:Lの堆積物が発達している。それはたしかに洪積世

の堆積物としてあっかわなければならないが，その下位に琵達する火山砕屑宕は，岩

質，岩相 t-.から美深層にふくまれるものとみなされる。

図III高地域で、の，この部層の厚さはおおよそ 400m である。

凝灰岩・砂岩・シノレト岩部層 (Bsh)

この部層は，前にのベた安山岩質火III角蝶岩部牌の中に介在する，正常:Lit債岩相で

ある。構成員は，黄灰色~黄褐色の細粒~組粒j幻111凝灰岩，黄伺色の細粒~杭i粒砂

岩，晴灰色シノレト岩および、操岩などである。

これらの構成員が，それぞれ単層で発達している場合もあるが，多くは互回状態を

しめして ， 'T百部地域に!よく発達する，支~lJ岩質火山角際岩部同 Iiiに介在している。全

般的にみて，安山岩質火山角陳岩部層のいくつかの!再曜に介在しているものとみなさ

れるが，この閃幅地域では， 追跡できたかぎりでは 3---4 !'再準に区分される。 1 つの

屑准のものについてみると，一般に，市部から北部にむかうにしたがって ， IE常堆積

右相の性格をうしなって，火山砕質宕桐に移過しているようである。また， 上部の l曽

準に介在するものほど，シルト宕やネlfIt立砂おなどの細粒堆積物にとむ傾向がある。ま

た，前にのベた，東部に発達する支山岩質火山喋凝灰岩百!日曜中にも，この部層と II司じ右ー

質をしめすif市堆積岩を， しばしば介在している。しかし，J+{部地域ては，火山瞭凝

灰岩や凝灰岩との互!曽状態がはげしいことや，広い範囲にわたって， 1正常堆積岩だけ

の追跡が凶難なため，部層として区分していない。

この部層は，思恨内[~中高で，美派層の 1 部層として区分した，紋偲内砂岩部層に相

当するものと考えられる。厚さは，もっとも厚いもので，約 50m である。

III.4.2 JII 西層 (Kn)

川西層は，名寄図幅の川西付近を模式地とし，j(塩川沿岸地域に発達する地層で，

北は思根内|オ幅地域から，士別|ヌj幅地域をへて， 1有は剣関j区I ~J日地域にわたって分布し

ている。
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第 9 図 西 t別丘陵に発達する川困層の露出

(学田市)J)

第 10 図 西士別丘陵に発達する川

西層(写真の下半部)およ

び多寄層(上、1': (ifJ) の砂喋

層の露出(学田南方)

第 11 図 士別丘陵北端部に露出

する川西層および多寄層

(人物付近から上部が多

寄層)

この凶l幅地域では，尺堀川田j岸の丘陵地を構成して発達しており，士別市街東方の

九十九山北端(士別丘陵北端)の道路切割りに，模式的に発達している。図幅の中央

地域から東部では下位の美深層を，また西部地域では臼望系を，それぞれ不整合にお

おっている。

この地層の構成員は， I'少宕，穣岩， '{尼岩および凝灰宕などからなっている。
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構成物はともに凝灰質で，淡褐色~貰褐色を呈している。砂岩，泥岩，凝灰岩中に

は， しばしば植物化石片をふくんでいる。礁岩は，一般に拳大以下の円機からなり，

指頭大前後の大きさのものが多い。

図l隔地域の川西層の岩相は分布全般にわたって，砂岩，喋岩，泥岩などが， 1.-2m

ごとに互層状態を呈している。しかし，地域ごとにかなり岩相に差がみとめられる。

同名寄地域では，比較的制粒の堆積物にとむが，西士別地域では，棟岩の量が多く，

概して粗粒の堆積物が卓越している。また，多寄東方の丘陵地域や，士別東方の丘陵

地域では，一般に粗粒の砂岩にとみ，凝灰岩をしばしば介在する岩相を呈している。

この図*高内の川西層の厚さは， 150m ていど見積られる。

III.4.3 安山岩熔宕 (An)

安山岩熔岩は，図i隔の東南部で，基盤の円高累層群を直接おおって発達している。

大部分は，火山角喋岩からなっているが，塊状の熔岩もともなっている。

若質は，熔岩，火山角礁岩ともに紫蘇揮石安山岩質質で，暗灰色を呈し， lXE品の目立

つ安山岩である。火山角操岩は，紫蘇輝行安山岩質熔岩を基質とし，斑品の多いガラ

ス質紫蘇輝石安山岩角喋を多量にもつものである。

この熔岩および火山角傑岩は，東|持の下川図|隔地域に広く分布しており，フーレベ

ツ火山噴出物の一員とされ，その噴出時期は，下位に発達する堆積岩との関係から，鮮

新 ttl: と考えられている。

III.5 第四系

凶l隔地域の第四系の大部分は，天塩川を中心とした地'市に分布するもので，洪積刊:

から沖積世にかけて，いわゆる名寄盆地を士坦積した陸成の堆積物である。

洪積世の堆積物は，大部分が同結の不充分な砂，喋，粘土などからなり，岩相およ

び地形的な特徴によって，下から多寄層，風連層および、段丘堆積物に区分される。沖

積世の堆積物は，崖錐堆積物と沖積層とに区分される。

この図中高の北につらなる名寄lゆ隔地域て、は，洪積 Ltl:の堆積物について，名寄!再軒:と

段丘扇状地堆積層群にわけている。名寄層群については， さらに智北層，蕗ノ台層，

M茶志内層に区分している。しかしこれらの地層には，鍵層の役わりをはたすもの

もみられず，岩相上から区分することは，まことに困難である。また，一部では，川

西層に相当する岩相も混同している可能性が強い。さらに，名寄層群をおおうとされ

ている，段丘・扇状地堆積層群のうち， 上位段丘堆積層，中位段目:堆積層および i二位
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第 13 図忠烈布丘陵西端の

多寄層の砂礁層

扇状地堆積層などは，名寄盆地周辺全般に追跡することは困難であり，それぞれを区

分することもむずかしい。あきらかな段丘面をしめす低位段丘をのぞく丘陵地域に

は，たしかにいくつかの段丘面状の地形もみとめられるが，そこにみとめられる砂喋

層の大部分は，名寄[苅幅で主J)茶志|付層と呼んでいる砂礁層の一部であって，初茶志内

層と段丘礁層との 1?5:§1]はできない。このようなことから，この|司|隔では，名寄図l隔で

|天分されている智北層，路ノ台層，初茶志内層の大部分と， J二位段丘堆積層，中位段

丘堆積層，上位扇状地堆積層などの一部を，一括して多寄層としてあつかってある。

多寄)再は，一般に粗粒堆積物を主体としているが，風連層とした地層は，粘土やシ

ルトなど畑粒堆積物を主体としていて，岩相的に多寄)曹と!孔連層とを区別することが

できる。また，地形的にみると，多寄層は丘陵地を構成しているのに反し，風連層は，

丘陵地と沖積地の間の緩斜面地併に発注していて，分布地域の地形に差異がみとめら

れる。このように，多寄居と風連情は，岩相，地形などの特徴から区分した。多寄九時

と風速)冒とは，一部ではあきらかな上下関係をしめしているが，全M<にわたっては，

上下関係をもたずに水平的に岩相変化することも考えられるが，ここでは，上下関係

としてとりあつかった。

III.5.1 多寄居 eTa)

この地層は，天塩川をはさんで， その両)岸芋の丘 l陵凌 j地也(智忠文任陵，忠烈布丘丘 A陵P 以

連丘陵， f有士別丘陵，士別正佼)を構成して分布

している。模式的には，智恵文丘陵束 l+f~IM の天厄

川河岸で，観察することができる。

おもに，喋層，含喋 1沙問，粗粒砂層など刀、らな

り， しばしばシルト層を介在している C 岩{、目的に

は，国結の不充分な円 ii宋層と， fゐ層の発達した砂

礁層との， 4-5m ごとの互層を主体としており，

粘土化した凝灰質、ンルト層と粗粒砂層，相粒円喋

層などの薄互層をしばしば介主している。

TJ業層は，拳大以下の円時からなり，基質は粗粒

の砂で構成されている。 礁の量は，地域的にかな

り相違がみられる。

合時砂層，粗粒砂層は，黄褐色の粗粒砂を主体
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とし，制杭~中粒砂をしばしばふくんでおり--般に偽!闘の発達がし、ちじるしい。拳

大以下の円慨を散点的にまじえることが多い。

シルト層は， {炎灰色， {炎青灰色を呈し，一般に凝灰買である O 畑粒砂の葉J'!lをもっ

ととが多く，砂崩と薄五:回状態をしめしている。シルト層の中には，多匿の植物化石

片をふくむ場合がある。

多寄層は分布の全般を通じてみると， Jヒ阿の智恵文丘陵地域および市部の士別丘陵，

西上別丘陵地域で，優勢に瞭)闘が発達し，店、烈布， I武連丘陵地域で、は，砂層にとんで‘

いる。この地層の厚さは，少なくとも 30m に達する。

III.5.2 風連崩 (Fu)

この地層は，風辿市街の南東部に，緩斜 l両地形を構成して分布しているほか，名寄

緑ケ丘地域や丙多寄地域などに，わずかに分布している。模式的には， I民連 rff 街， 71 方

の，必誓パイロットファーム付近の土取場や，名寄紙ケ行司の土取場でみることができ

る。

風連!首は，黄褐色 ， J死亡 l色，灰青色などの色調をしめす，粘土，砂質粘土，円際交

り粘土および砂礁などからなり， 30~150 em ごとにこれらが互層状態をしめしてい

る。一般にド部では，砂慨にとみ，一部では乱 Jw 積状のみだれがあり偽層の発注して

いる場合が多い。上部では，粘土にとんでいるが，砂層と互層している場合もある。

第 14 図風連層の露出，而炭層を介

在する(クマウシュナイ北方)

第 15 図風連層中の亜炭層(第

14 閃の接写)
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上部の粘土中には， しばしばレンズ状に亜炭層をはさんでいる。緑ケ丘の土取場や西

多寄エペウンナイ付近などでは，述続性はないが， 厚さ 90--130 em におよぶ亜炭層

を介在する粘土層がみとめられる。風連市街東方の台地では，石英粒を多量にふくむ，

特徴的な砂層および砂牒屑が発注しているが，この砂層， 1沙傑)爵の層準はあきらかで

ない。

全般的にみると， )孔連)曽は多寄!神にくらべて，細粒堆積物が主体で，亜)支持を介在

することが特徴となっている。 J也層の厚さは，おおよそ 20m である。

!武j宝!骨の分布地域のうち，特に粘土にとむ緑ケ丘地域では，煉瓦・士管などの原料

として，また砂丘粘土の発達する風連丘陵地域で、は，客士材としてそれぞれ保持!され

ている。

III.5.3 段丘堆積物 (Tr)

沖積耐からの比高 7'""""'10m の、F担な，段Ji:両を構成し，砂， i札粘土からなる堆積

物である。この段丘:堆積物は， t支丘耐のr{-ミさから低位i交正Jf[詰物に相当するものであ

る。

lヰl隔地域では，士別 I↑]街北京地域にかなり!よい分布をみせているほか，小河川のM

岸にわずかに発達しているだけである。

III.5.4 庄錐耳f~積物 (Tl)

III地と干地との境界部に発注している， III鹿斜面を構成する耳f~積物で，背後山地か

らの崩落物を材料としている。

iま]1隔地域では，天塩川西岸の山麓斜面を構成して，わずかにみられるだけで，美保

!掃の火山角陳岩部!脅から山来した，淘汰不良な砂喋層からなっている。

この崖錐堆積物の形成は，洪積u此!町:カか、ら I件沖ヰ中l積世にカか、けての IJ附lはj

IIIL5.5 {'沖中積層 (AIり>

Nt積層は，天塩川およびその支流などの，河川氾濫原および低平地を構成する堆積

物で，現河床傑，砂，粘土および泥炭などからなっている。

*航空写真の色調から判定した表層構成物の分布状態は，第 16 図のとおりである。

おおまかにみると，天塩川沿岸の幅 4km ていどの地帯は砂質または粗粒物にとんで，

*一般に明るい色調の地域は，水はけが良好で，比較的乾燥した砂質または粗粒物か

らなれ暗い色調の地域は，水はけ不良の湿地で泥質物または細粒物で構成されてい

るといわれている。
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第 17 図 風連町上水道試掘井検層柱状悶(地ド資源調査所水理地質科原図)
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天塩川の白然足防の形をしめしており，その内陣側にす己J7t}也市;が広がっているようで

あろ。

*なお，風連市街地で、長施された，水JHiの電気検!昔資料によると， {'I t積回に相当す

る羽目〉は，おおよそ 10m となっている。

IV 応用地質

この凶J/!日 l人j には， if 用 J也卜 a資 lJJ;( として，特筆できるものはなしらただi:日 IJ ill 向fI tf ブi

の剣淵 l川で砂クロムのほ制がおこなわれた記録がある。そのほかは，砂利および粘土

の採取がおこなわれているだけである。

なお，凶 i隔の北東)i ~tij 也j!i~ には，天然記念物に指定されている，名寄鈴イ iの }J初出がある。

**IV.1 砂クロム

u日平!] 32 年から 35 年頃まで，iJ~1j河川!のト 流地域で，昭和的鉄鉱業株式会社 t: 別鉱莱

!肝によって，さかんに砂クロムが J采抗[{稼行さ t1 たdLU が浅されている。 鉱床は，安Ij調 j

川の流路にそう川氏の鉱川、で， ドレッジャーによる時取がおこなわれた c 叩山の原鉱

:処理能))は 18 tj11 で， 2tjIf の水洗 flJ ;wl~ をえている c

鉱床の実態は，実Ij湖パ!の川氏のため，あきらかにされていないが，大休， )パJ抱川と

如剣 l淵川の合 i流7オ斑fCI点I

Pヰ卒卒宇〈は， 川川|氏の右一盤の状;態 l芭Eや jl口山]

とされている C 鉱行は，おもにクロム鉄鉱，磁鉄鉱，チタン鉄鉱からなり，いずれも

任 0.24~0.32 mm の湘粒で，半 n形結品が多い c 鋭、イ iの分析が{は招 1 J< のとおりで

ある。

第 1 表

銀;

原

石

鉱

Cr203(%)

5.08

Fe(%) Ti02(%)

水洗精鉱

磁選精鉱

41.30

47.00

23.93

17.83

11.00

6.92

(昭和 33 年地ド資源調査所佐藤政分析)

*北海道立地下資源調査所;J(理地質科検層資料

**酒匂純俊ほか(1 959) : 、土別 711 の地質と地下資i原グの記述にもとづく。
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IV.2 砂利

第 18 図 天塩川本流の砂利採取地

(クマウジュナイ ~t }j)

1)(]lll両l也かえで、砂利を朋)試する J也!神

は，名寄!骨，風連!同 ， Vl:Il JH~ 前物

および沖積層である。このうち，

砂利として係取できるのは沖債牌

111 のものだけである。そのほかの

地問のものは， i療の合有量が一定

しておらず， また料 i士!骨や砂)骨を

介在していて，実際の採取は不可

能であろう。

調査され flj:!>;(]lll 両内で保取されてい

たのも， I埼多 'ιit)j の jミ出川行 II 床の現 {III) ネ傑で-あ

る。

IV.3 粘土

風速!再は，けiJにのべたように粘土悼の 1e 速が良

好である。この布 ii 十.は，緑ケ丘台地の l埼端部で、大

j七年/l 1j から煉ぇ士管用原料として採取されてい

る。調査均時は，名寄土管 I: 業株式会社によって

土管製造原料として利用されていた。また， )孔 j卓

I-(:f 部の j!lil.連!同で・構成される丘陵地では，存土用材

として大坦棋に採取されている。ここでは，緑ケ

rd ，L;if:より砂買となっており， また砂層の発 .d :5も

みられる。

IV.4 天然記念物

第 19 図 天塩川本流の砂利採取

地(クマウシュナイ付近〉

lて)111 高内には，出鉄鉱[、 J] l鬼の一千垂とされている名寄鈴石の産地がある。この産地は緑

ケ日:にあり，昭和 14 年天然、 l記念物として保護されている。

これは，風速惜の粘土， !沙傑!持 I十Iにふくまれるもので，径 3~7cm ていどの球形ま

たは楕円形の褐鉄鉱!司塊である O 名'{，)-I寸幅によると，多くは中空で p 中に合鉄粘士の

球粒，砂軌をもち，とれを振ると妙青を発するので鈴ィ iの名がある。これは，おそら
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く浅い水!まに生成された粘土球に水酸化鉄がまつわったものであろう，とされている。
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Resume

ThemapareaoftheShibetsusheetislocatedinthenorthern

partofcentralHokkaido, betweenLat.40ー10/-44ー 20'N.andLong.

142°15
1ー142°30

1 E.Themostpopulatedcityinthesheetareais

Shibetsusituatedatthesouthernendofthesheet.

Topography

TheareaoftheShibetsusheet-mapisdividedtopographically

intothreepartsasfollows;

1) Mountainouslandintheeasternpart.

Themountainouslandapproximatelywith300~400 m. high

abovesealeveloccupiesthesouth-easternpartofthesheet.

2) Mountainouslandinthewesternhalfofthesheet.

Thelandisdividedintothesharphillylandwith250m. at

thehighestinthesouth-westernpartandthegentlemountain

landwithflattopstotheeastoftheformerwith450m.atthe

highestresultingfromthegeologicalbackground.
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3) LowlandalongtheTeshioriver.

ItoccupiesthecentralpartofthesheetalongtheTeshio

riverandsignifiesthenorthernportionof the Nayoro basin

geomorphologically. Thelowlandiscoveredbythealluvial

deposits, otherwisethelowhillsarepredominant.

Geology

Thegeologicalformationsinthesheetareaarelistedon

thetable1, i.e.TheHidakaSupergroup, theCretaceousFormaｭ

tions, theNeogeneFormationsandtheQuaternaryFormations.

Table1

-AlluvialDeposits

I-Holocene TalusDepoists

QuaternarY-i I-TerraceDeposits

'-Pleistocene ←一一 Fiiren Formation

1-TayoroFormation

i-AndesiticLava
,-Pliocene- ------1

Tertiary 一一 -i --------- i-KawanishiFormation

'-Miocene- BifukaFormation

UpperYezo j-KitasenFormation

Cretaceous 一一 I-Group 一一 Onnenai Formation
I MiddleYezo
I_~~~~_ ，":，_~~ ~ ~~~ --KitashizukawaFormation

Group
]urassic- 一一一 -Hidaka Supergroup

1) TheHidakaSupergroupdistributedin thesouth-eastern

partofthesheet, iscomposedofslates, sandstone,diabasicrocks

andchertsrepresentingthebasementcomplexoftheregion. It

maybecorrelatedwiththeformationsbelowtheKamuiGroup

whichinvolvesthelower-middleoftheHidakaSupergroup.

2) TheCretaceousFormationsdistributedonlyinthesouthｭ

westernpartofthesheet, iscomposedofthealternationofshale

andsandstone. ItistobecorrelatedwiththeMiddleYezoGroup

partlyandtheUpperYezoGroupotherwise. TheFormation

belongingtotheMiddleYezoGroupiscalledtheKitashizukawa
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Formation, theUpperYezoGroupisdividedintotheKitasen

FormationandtheOnnenaiFormationascendingorder.

3) TheNeogeneFormationcoverunconformablytheHidaka

SupergronpandtheCretaceousFormations. TheFormationsare

dividedintotheBifukaFormationbelongingtotheMioceage, the
KawanishiFormationandtheAndesiticLavabelongingtothe

Plioceneage. TheBifukaFormationiscomposedmainlyof

pyroclasticrocksintercalatedwithsandstoneandshale. The

KawanishiFormationcoveringtheBifukaFormationunconforｭ

mably, buildsthehillylandbothsidesoftheTeshioriver. It

consistsofmudstone, siltstone, sandstoneandconglomerateand

sometimesproducesthefossilflorawhichsuggeststheterrestrial

environment.

4) TheQuaternaryFormationsaresubdividedaslistedinthe

Table1. TheTayoroFormationbuildingthehillylandwith

200m.highabovesea level, iscomposedofgravels, TheFiiren

FormationwiththelowerelevationthantheTayoroFormation,
150m.high, buildstheflatsurfacetiltedgently. Itconsistsof

clayandsand, andrarelyintercalatedwithpeatbedwhichare

obviouslyterrestrial.

Thelowerterracealongtheriverhasthegraveldeposition

andthetalusdepositsfromtheslopesofthemountainfoots.

TheAlluvialdepositscoverthefloodplainalongtheTeshioriver

anditstributaries.

Economicgeology

Thenaturalresourcestobeworthyofspecialmentionhave

neverbeenfoundwithinthesheetarea. Onlyplacerchromjte,

gravelsandclayareproduced. TheNayoroSuzuishidesignated

asthenaturalmonumentbythegovernmentoccurtheinnorthｭ

easternpartofthesheet.
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